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● 1階ロビー

美術コーナー①  2月に引き続き3月 31日 まで

故・梅津五郎画伯の絵画を展示します。
町に寄贈していただいた作品です。

美術コーナー②  3月 1日 から4月 30日 まで

「木目込み人形作品展」
木目込み教室と扇葉会の皆さんの作品
代表 千葉君子さん (荒砥乙)

●文化実習室 特別展

「 第 20回県 展 入 賞 入 選 作 品 展 」
▼期間

3月 3日 ～ 9日 書道
3月 11日 ～ 16日  絵画・写真・彫刻・工芸

・ 1響フ
邑翼葵『陶潜の体に数う詩』より

海野翠玉さんの書です。

▲HOTEL RIBELIA(1963年 )

●鮎貝郵便局ロビー
「創作刺 し子展」
赤間きみさん條占貝)

(2月 28日 まで)

(今回をもちましてロビー展は
終了となります。)

●鮎員地区公民館ギャラリー

(開催 日:月 ～土曜日)

「あゆかい保育園小さな作品展」
(2月 28日 まで)

「キルトサークルみやま作品展」
代表 須田孝子さん (深山)

パッチワークタペストリーの展示
(3月 1日 から31日 まで)



自
鷹
田
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
計
画
に

つ
い
て

広
報
し
ら
た
か
で
７
月
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
し
た

現
在
の
検
討
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

公
益
施
設
見
直
し
に
至
る
経
過

こ
れ
ま
で
、
ご
説
明
申
し
あ
げ

て
き
ま
し
た
公
益
施
設
の
施
設
機

能
に
つ
い
て
、
議
会
と
協
議
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
施
設
に

対
す
る
町
民
の
合
意
と
い
う
点
に

つ
い
て
、
議
会
の
認
識
と
隔
た
り

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
れ
ま

で
お
示
し
し
た
ホ
ー
ル
機
能
を
将

来
構
想
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
こ
と
を
基
本
に
、
こ
れ
ま
で

検
討
し
て
き
た
施
設
内
容
を
踏
ま

え
、
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
調
査

特
別
委
員
会
と
も
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
す
。

―

「白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
が

目
指
す
も
の

自
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

こ
れ
ま
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま

す
よ
う
に

「文
化

・
交
流

。
人
づ

く
り
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

「文
化
」
と
は
、
町
民
文
化
カ

を
高
め
、
ま
た
他
地
域
の
人
々
も

迎
え
、
白
鷹
の
新
し
い
力

・
持
続

的
な
力

・
元
気
な
力
を
創
る
こ
と
、

「交
流
」
と
は
、
人
的

。
文
化
的

。
経
済
的
交
流
を
活
発
に
し
、
価

値
の
集
積

・
吸
収

。
発
信
を
高
め
、

活
力
あ
る
ま
ち
を
創
る
こ
と
、
「人

づ
く
り
」
と
は
、
町
民
の
よ
り
高

・い

い
心
の
豊
か
さ
、
次
世
代
を
育
む

力
と
町
民
力
の
向
上
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
指
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い

に
関
連
し
、
融
合
し
、
相
乗
効
果

を
高
め
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

施
設
構
成
に
つ
い
て

施
設
の
構
成
は
こ
れ
ま
で
、
屋

内
施
設
と
し
て
ホ
ー
ル
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
会
議

・
事
務
室
、
付
帯
施

設

（
ロ
ビ
ー
、
ト
イ
レ
等
）
、
ま
た

屋
外
施
設
と
し
て
広
場
、
駐
車
場

を
基
本
構
成
と
し
て
町
民
の
皆
さ

ま
に
提
案
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
後
年
度
ま
で
影
響
す
る

維
持
管
理
費
を
心
配
す
る
意
見
が

あ
り
、
町
と
し
て
は
、
維
持
管
理

費
を
可
能
な
限
り
圧
縮
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
提
案
し
て
い
た
固
定
５

０
０
席
規
模
の
ホ
ー
ル
機
能
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
機
が
熟
し
た
と

き
に
整
備
す
る
も
の
と
し
て
先
送

り
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

現
在
、
計
画
し
て
い
る
施
設
の

機
能
は
、
大
き
く
分
け
る
と

「情

報

・
文
化
発
信
空
間
Ｌ
世
代
間
交

流
空
間
Ｌ
感
性
創
造
空
間
」

の
三

つ
の
機
能
を
持

つ
施
設
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
機
能
と
イ
メ
ー
ジ
を
表

す
と
左
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
屋
外
の
交
流
広
場
と

屋
内
施
設
が
相
互
に
連
携
で
き
る

０
１
１Ｄ

仕
組
み
づ
く
り
、
施
設
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
業
費
に
つ
い
て

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
基
本
設

計
に
人
ら
な
い
と
具
体
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
当
初
の
計
画
で
お

示
し
し
た
１２
億
円
よ
り
は
可
能
な

限
り
圧
縮
す

べ
き
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
施
設
の
維
持
費
に
つ

い
て
も
可
能
な
限
り
負
担
が
少
な

く
な
る
よ
う
、
施
設
設
計
や
運
用

方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
３
月
の
補
正
予

算
案
に
は
、
用
地
購
入
費
と
し
て

②



２
億

６

０

７

０

万

円

を

計

上

す

る

予

定

で
す

。

こ

の
費

用

に

つ
い

て

は
、
座
談
会
等
で
ご
説
明
し
た
と

お
り
、
国
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

と
過
疎
債
の
有
利
な
財
源
を
活
用

し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
進
め
方
に

つ
い
て

現
在
考
え
て
い
る
基
本
的
な
施

設
機
能
を
お
示
し
し
ま
し
た
が
、

今
後
６
月
を
日
途
と
し
て
さ
ら
に

詳
し
い
事
業
の
内
容
、
施
設
の
機

能
と
構
成
な
ど
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。
６
月
以
降
は
基
本
設
計

と
実
施
設
計
を
行
い
、
平
成
２‐
年

度
中
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
施
設
を
活
用
し
て
ど
ん
な

事
業
を
行
い
、
ど
ん
な
使
い
方
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化

・
交
流

。
人
づ
く
り
を
主
体
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
か
、
今

後
さ
ら
に
具
体
的
に
詰
め
て
い
く

予
定
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
政
策
改
革
課
政

策
企
画
係

（８
８５
‐
６
１
２
３
）
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情
創
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催
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屋
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施
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札
互
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連
携
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き
る

　

算
案
に
は
、
用
地
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人
費
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し
て

（
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流

あ
承
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験
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1
●
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
３
月
の
農
業
委
員
会
総
会
は
３
月
２７
日

（月
）
で
す
。
農
地
法
関
係

■
問
い
合
わ
せ
　
由辰
業
委
員
会
農
地
調
整
係

（８
８５
‐
６
１
２
８
）

教
育
委

員
会

■
中

込

。
―ｌｌｌ

い
合

わ

せ
　

教
育
委

員

会
文
化
振
興
係
（８
絲
１
６
１
・１
６
）

置
賜
グ
リ
ー
ン
ロツ
ー
リ
ズ

ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（仮
称
）

設
立
総
会
及
び
研
修
会

置
賜
地
域

の
グ
リ
ー
ン

・
ツ
ー
リ

ズ
ム
実
践
許

―ｌｉｌ
の
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
組

織
立
ち
１‐
げ
と
、
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
活

動
の
先
進
■
例
を
お
聞
き
す
る
研
修

会
が
開
か
れ
ま
す
。
ま
た
、

組
織
化

に
あ
た
り
、
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
で
は
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ
　
３
月
１
日

（水
）
午
後
２

時

卸
分
～

（研
修
会
）

▼
ど

こ
で
　
め
ざ
み
の
里
観
光
物
産

館

（道

の
駅
い
い
で
）

▼
講
師
　
出
村
え
り
ｒ
さ
ん

（
つ
が

る
ほ

っ
と
ス
テ
イ
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
代

表
／
占
森
県
岩
木
町
）

■
問
い
合
わ
せ
　
産
業
振
興
課
観
光

交
流
係

（８
“
１
６
１
２
６
）

「結
婚
に
つ
い
て
考
え
る
」

置
賜
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

結
婚
に
テ
ー
マ
を
絞
り
、
片
″
が

結
婚
に
対
し
て
考
え
る
場
で
す
。

▼
い
つ
　
３
月
Ｈ
Ｈ

（ｌｉ
）
午
後
６

時
～
９
時

（受
付
午
後
５
時
半
～
）

▼
ど
こ
で
　
グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ
南
陽

▼
内
容

①
講
演

「ウ
エ
デ

ィ
ン
グ
ブ
ラ
ン
ナ

ー
か
ら
兄
た
若
者

の
結
婚
観
と
現

イｌｉ
の
結
婚
■
情
」

講
ｒｌ‐ｌｉ
　
武
田
靖

Ｆ́
さ
ん

（バ
レ
ス

グ
ラ
ン
デ
ー
ル
企
画
室
長
）

●
Ｉ
ｔ

ｈ
ロ

事

業

系

廃

蛍

光

管

の

受

け

入

れ

に

つ

い

て

置
賜
広
域
行
政
■
務
組
合
で
は
、

市
業
所
か
ら
出
さ
れ
る
■
業
系
廃
蛍

光
管
に
つ
い
て
、
平
成
ヽ
年

／１
月
１

日
か
ら

．
切
受
け
人
れ
を
し
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
卜
業
所

か
ら
廃
蛍
光
管
を
出
さ
れ
る
場
合
は
、

■
前
に
産
業
廃
棄
物
の
運
搬

・
処
理

契
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、

次
の
業
者
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、

生
活
系

（
．
般
家
庭
）
の

廃
蛍
光
管
に
つ
い
て
は
今
ま
で
ど
お

り
収
集
し
ま
す
。

一①
テ
ル
ス
抑

▼
所
在
地
　
白
鷹
町
人
字
荒
低
叩

／１

３
３
１
５

（８
部
１
２
９
１
０
）

・②
仰
ウ

ェ
ス
テ
ッ
ク
山
形

▼
所
在
地
　
束
置
賜
郡
高
出
町
人
字

福
沢
１
７
９
７
１
Ｗ

（８
０
２
３
８

１
Ｗ
１
３
７
９
９
）

■
‐ｌｌｌ

い
合

わ

せ
　

町
民
税
務

課
く

ら

し

。
環
境
推
進
係

（８

部
１

６
１
３
１
）

第
２
回
子
育
て
語
ろ
う
会

町
内

に
お
住

ま

い
の
定
住
外

国
人

で
ｒ
台

て
を
な
さ

っ
て

い
る
か
た
、

定
住
外

国
人

の
先
輩

マ
マ
や
保
健
師

・
保
台

Ｌ
と

．
緒

に
ｒ
育

て
に

つ
い

て

の
話

を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼

い

つ
　

３
月

５
日

（日
）

午

前

Ю
時

～
林

比
時

▼
ど

こ
で
　

健
康
福
祉

セ

ン
タ
ー

い
き

い
き

ル
ー

ム

▼
対
象
　
定
住
外

国
人

で
ｒ
育

て
中

の
お
父

さ

ん

。
お

母
さ

ん

▼
締

め
切

り
　

２
月

郎
Ｈ

（火
）

▼
共
催

　
白
鷹

町

日
本

語
学
校

■
中

込

・
ｌｌｉｌ

い
合

わ

せ
　

Ｆ́
育

て
支

援

セ

ン
タ
ー

（健
康

福
祉

課
内

・
８

％
１

０
２
１
２
）

元
気

ニ

コ

ニ

コ
し
ら

た

か

２‐

ウ

ォ
ー

キ

ン
グ

研

修

会

生
活
に
取
り
人
ね
や
す
い
運
動
と

し
て
、

取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
研
修
会
で
す
。

▼
い
つ
　
３
月
比
日

（Ｈ
）

午
前
Ю
時
～
昼
比
時

▼
ど

こ
で
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
講
演
と
実
技

講
師
　
我
奏
淳

＾
さ
ん

（米
沢
歩

こ
（
ノ
〈
ム
）

▼
Ｌ
催

　

几
気

ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議

■
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康

推
進
係

（雪
％
１
０
２
１
０
）

歴
史
講
演
会

▼
い
つ
　
３
月
３
日

（金
）
午
後
ｌ

時

測
分
～
３
時
５
分

▼
ど
こ
で
　
中
央
公
民
館
大
会
議
室

▼
内
容

＜
ヽ
１，
研
究
発
表

「廻
り
犀
遺
跡
に
つ
い
一‘

発
表
者
　
平
吹
利
数
さ
ん

（町
文

化
財
保
護
審
議
会
会
長
）

②
講
演

「発
掘
さ
れ
た
白
鷹
町
の
占

代
遺
跡
」

講
師
　
佐
藤
庄

．
さ
ん

（県
理
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
部
長
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
締
め
切
り
　
２
月
ゴ
Ｈ

（月
）

▼
主
催
　
白
鷹
町
史
談
会
　
白
鷹
町

の
申
請
し
め
き
り
は
３
月
１０
日

（金
）
で
す
。

②
立
食
交
流
バ
ー
テ
ィ

（自
己
紹
介

ゲ
ー
ム
、

フ
リ
ー
ト
ー
ク
等
）

▼
対
象
　
知
歳
～
抑
歳
代

の
水
婚

の

男
女

（各
脚
人
程
度
）

▼
参
加
料
　
男
性
２
５
０
０
円

女
性
１
５
０
０
円

■
中
込

・
―ｌｌｌ
い
合
わ
せ
　
山
形
県
女

性
占
少
年
政
策
空
少
ｒ
化
対
策
担
当

（８
０
２
３
１
６
３
０
１
２
６
６
８
）

鮎

貝

地

区

公

民

館

事

業

特

別

講

演

の
ご

案

内

町
民
の
持
さ
ん
の
防
災
、

安
全
安

心
な
祥̈
ら
し
の
た
め
の
講
演
会
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ
　
２
月
昴
Ｈ

（日
）
午
後
１

時
“
分
～
３
時

脚
分

（́
受
付
午
後
１

時
嬌
分
～
）

▼
ど
こ
で
　
鮎
只
地
区
公
民
館

▼
内
容

い
基
調
講
演

「西
置
賜
活
断
層
が
動

く
前
に

。
地
震
に
対
す
る
心
構
え
」

講
師
　
有
川

ｌｌｉ
彦
さ
ん

（山
形
県D「

ごはん 牛乳 はんへんチースフライ 五目豆 けんちん汁
野菜ら、りかけ

【3月 の学校給食献立表】

食バン 牛乳 ほたてグラタン きんびらカレーポテ ト
たまこスープ リんごシャム

●ひなまつりこんだて● 梅かおりこ飯 牛7t さわらの黄金焼き
3色 ごま和え 菜の花のすまし汁 ひなまつリテサート

こはん 牛乳 やわらかイカステーキ 野菜と小魚のこまひたし
マーホー豆腐

こはん 牛乳  さはの味噌煮 大根 といかの合め煮
もや しのみ そ汁

コッヘハン 牛手t ほっとトック ほうれん草のアーモンド和え
ヘシタフルチャウダー ミルメークいちこ

牛乳  酢豚  野菜 とわかめのおひた し 五 日汁

牛乳  じゃかパター クリーンサラダ バナナ

食バン 牛7t えびといかのチリソース煮 中華サラタ
マロンシチュー

こはん 牛乳 和風ハンバーク 白菜とほうれん草のおひたし
なめこのみそ汁 ヒヒヒチーズ

こはん 牛乳 鶏肉のレモン漬 ひしきサラタ
コーン入りたまこスーフ

こはん 牛乳  ささかまの磯風味揚 切千大根煮
じゃか いもと玉葱のみそ汁 み かん

こはん 牛7L マヨたまカツ ほうれん草のこま味噌和え
華風 コーンスーフ

ちょうりじょうゆうびん
～おしらせ版～

‐
|| 

‐日、春が近づいています。 |卜 には冬に,並 戻り、震えあがる日もあります

が、卓や木は確実に準備を進めています。 rど もたちも1年間でずいぶん大きく
なったのではないでしょうか。 3月 311は 、ひなまつり献、Lの 予定です。この 1

(|:、 たくさんの行事を給食とともに伝えてきましたが、 rど もたちの心に残って
いるものがあれば、ホッとします。小学6年

`11丈

、1象で、111例 となった年に ^1雙 の
バイキング給食は、 これまで 31交 で実施しました。普段、先′

liが たや/li徒の皆さ
んと触れ合う機会のない調l ll場 職員も参加させていただき、学校 。生徒の様 rを
お聞きしたり、 「おいしい !」

「今日しかこんなに食べらオ1ないから…Jと 言っ
てたくさん食べてくオlる ア

|:布tの姿に、元気をもらっています。場や雰囲気が変わ
るだけでも、たくさん食べてくれる生徒たち。決して、胃袋が小さく食べきれな
いわけではないと感じました。

/〉

年度は、例年にない|ILい 冬の lJれ と全‖的な人,iで 、野菜の価格が高騰し、

年り|けからは少し献、れを変更して提供しなければならない現状となりました。ま
た、町内産の農作物も、大1量 に使用する給食では数量の確保が難しく、容易に使
うことができず残念です。天候にノ11右 されやすい農作物ですが、半かな農作物を
11み 出すわが田Iの 気候・ IIll 11。 来イ

|:1支 は、 ノ(候にも恵まれてたくさんの町内産農
作物で給食を彩り、お伝えできることを期待しています。白鷹で取れた野菜と聞
けば、llよ りもおいしさが1曽 すのではないかと思 tヽ ます。

今月のお らほの食材

‖「内産 ねぎ・白菜・キャベツ・ごぼう

県内産 人根

0



▼ ●
対 草
象 む

し

%肇 ■町内出版物の紹介
◇紙芝居『ししまいを見た かめたろう』高橋弘子 作・画

文珠様のおしっ様が見たくて、金魚屋のタライを抜け出し

たチビ亀。おしつ様を見て人喜びしたが、祭りが終わると行

くところがない。どうしよう…。でも、心優しい家族に出会

い「かめたろう」と名前まで付けてもらう。紙芝居の絵もす

ばらしい。ほのぼのとした雰囲気が伝わつてくる。

お話の主人公は、高橋さんに助けられた亀がモデルとか。

今年度置賜地区自作視聴覚コンクール受賞作品です。

■今月の新干Jこ こに掲載しているものは―音5です。

第227回 おはな しの会
3月 4日 (土)午前10時より 図書館にて

みなさんおいでください。

楽しい本を準備して待っています。

■3月 の休館日 6 13 19 27

図書館だより

０

１１

総
合
防
災
課
　
防
災
主
査
）

②
講
演

「わ
が
家

の
身
近
な
安
全
対

策
に
つ
い
て
」

講
師
　
」品
橋
仲

一
さ
ん

（山
形
県

建
築
上
会
理
事
／

一
級
建
築
上
）

▼
対
象
　
ど
な
た
で
も

（入
場
無
料
）

■
問
い
合
わ
せ
　
鮎
貝
地
区
公
民
館

（８
８５
‐
２
３
４
２
）

町
民
イ
ン
デ

ィ
ア
カ
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
い
つ
　
３
月
３
Ｈ
（金
）
午
後
７
時
～

▼
ど

こ
で
　
荒
低
小
学
校
体
育
館

▼
対
象
　
路
歳
以
上

（高
校
生
除
く
）

▼
種
日
　
混
成

▼
選
手
　
１
チ
ー
ム
４
人
以
上
８
人

以
内

（監
督
は
選
手
兼
任
可
）

▼
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
ー
０
０
０
円

▼
締
め
切
り
　
３
月
１
日

（水
）

り ヽ

■
中

込

・
問

い
合

わ

せ
　

白
鷹
町

イ

ン
デ

ィ
ア
カ
協
会

／
守
谷

（Ｂ

鍋
―

３
１
５
４

・
Ｆ
Ａ

Ｘ
可
）

白
鷹
太
鼓
鷹
翔
會
の
メ
ン
バ

ー
募
集

踊
り
手
や
打
ち
手
と
し
て
、　
一
緒

に
演
舞
す
る
仲
間
を
募
集
し
ま
す
。

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
で
、

格
好
良
く
、

楽
し
く
い
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

▼
募
集
内
容
　
徳
内
ば
や
し

①
踊
り
Ｆ

②
笛
の
吹
き
手

。
太
鼓

の
打
ち
手

＊
い
ず
れ
も
男
女
と
も

＊
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込

・
問
い
合
わ
せ
　
白
鷹
太
鼓

鷹
翔
會
代
表
　
向
田

（８
８５
‐
４
３

０
９
）

地

域

福

祉

権

利

擁

護

セ

ミ

ナ

ー

▼
い
つ
　
３
月
１６
日

（木
）
午
後
１

時
～
３
時

卸
分

（受
付
昼
２
時
～
）

▼
ど
こ
で
　
山
形
ビ

ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ

▼
内
容

①
続
明

「地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

と
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
」

②
講
演

「
こ
れ
か
ら
の
権
利
擁
護
～

高
齢
者
や
障
害
者

の
暮
ら
し
を
支

え
る
権
利
擁
護
の
あ
り
方
～
」

▼
対
象
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
お

け
る
権
利
擁
護
に
関
心
の
あ
る
か
た
、

民
生
委
員

・
児
童
委
員
な
ど

▼
定
員
　
３
５
０
人

▼
参
加
費
　
５
０
０
円

▼
締
め
切
り
　
３
月
３
日

（金
）

＊
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
山
形
県
社
会
福
祉

協
議
会
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援

セ
ン
タ
ー

（８
０
２
３
１
６
２
５
１

４
１
６
２
）

国

家

公

務

員

採

用

試

験

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用

Ｉ
種
試
験
及
び
Ⅱ
種
試
験

（い
ず
れ

も
大
学
卒
業
程
度
）
を
実
施
し
ま
す
。

【Ｉ
種
試
験
】

▼
受
付
期
間
　
４
月
３
日

（月
）
～

１０
日

（月
）

（最
終
日
消
印
有
効
）

▼
第
１
次
試
験
日
　
４
月
鉤
日

（日
）

【Ⅱ
種
試
験
】

▼
受
付
期
間
　
４
月
１４
日

（金
）
～

２５
日

（火
）

（最
終
Ｈ
消
印
有
効
）

▼
第
１
次
激
験
日
　
６
月
１８
Ｈ

（日
）

＊
中
込
用
所
の
請
求
や
受
験
資
格
な

ど

の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

人
事
院

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

（
ョ

ｇ

く
ヽ

ノン．グ
．メ／．こ
一コ
〓
・∞
〇
こ
も
ヽ
∽
”
一て
〇
ヽ

∽
つ
こ

ｏ
■
計
ヨ

）

を
ご
覧
に
な
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
人
事
院
東
北
事
務

局
第

課^

‐
‥式
験
係

（８
０
２
２
１
２

２
１
１
２
０
２
２
）

農

業

委

員

会

よ

り

お

詫

び

と

訂

正１
月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た

『農
委

広
報
し
ら
た
か
』

の
表
紙
の
説
明
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

表
紙
の
説
明

『中
山
小
学
校
で
は
、

地
元
の
里
山

に
入
り
木

の
実
や
き
の
こ
を
探
し
て

自
然
に
親
し
む
里
山
体
験
が
行
わ
れ
、

学
校
で
育

て
た
里
い
も
や
ね
ぎ
、

き

の
こ
も
使

っ
た
お
い
し
い
い
も
煮
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

』

ま
た
、
２
ペ
ー
ジ
下
段
の
白
鷹
町

農
業
委
員
会
専
門
部
会
組
織
図
の
農

地
部
会
に

「安
部
榮

一
委
員
」

の
名

前
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂

‐１１
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
農
業
委
員
会
事
務

局

（８
８５
‐
６
１
２
８
）

▼
い
つ
　
３
月
１６
日

（木
）
午
後
１
時
～
４
時
　
▼
ど
こ
で
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（８
８４
‐
４
５
３
５
）
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白鷹町立病院からおしらせ

3月 から皮膚科診療を毎週行います

今まで月 1回の診療でしたが、平成18年 3月から次に

より毎週 1回診療を行うことになりました。

○診療日、時間

毎週金曜 日 午後 1時30分～午後 4時

○受付時間

午前 8時 30分～午後 3時30分
*白鷹町立病院の診察券 (カ ード)をお持ちのかたは、
午前7時30分から自動受付機で受付できます。

○医師

山形大学医学部 皮膚科医師

■問い合わせ 白鷹町立病院 (885-2155)

書   名 著 者 名 出版 社

アレルギーっ子のためのおいしい毎日ごはん オレンジページ

愛がいない部屋 石田 衣良 集英社

暁の密使 北森  鴻 小学館

アクアポリスQ 津原 泰水 朝日新聞社

うしろ姿 志水 辰夫 文芸春秋

エンド・グーム 恩田  陸 集英社

家族の痕跡 斎藤  環 筑摩書房

臭首の島 上・下 板東真砂子 講談社

クルマはどう変わつていくのか グランプリ出版
「賢治精神」の実践 安藤 玉治 農文協

こちら南極ただいまマイナス60度 中山 由美 草思社

死後結婚 岩井志麻子 徳間書店
「サラ川」傑作選ごにんばやし 山藤 章二 講談社

讃歌 篠田 節子 朝日新聞社

遮 断 古処 誠二 新潮社

春朗合わせ鏡 高橋 克彦 文芸春秋

誰よりも美 しい妻 井上 荒野 マガジンハウス

蝶 皆川 博子 文芸春秋

這い上がれない未来 藤井 厳喜 光文社

宮沢賢治歌集 宮沢 賢治 未知谷

「結婚相談室」の開設

▼いつ 3月 14日 (火 )午後1時～5時

▼どこで 老人福祉センター

▼相談料 無料
*事前に連絡があれば、相談時間など

調整します。プライバシー厳守。

■問い合わせ

産業振興課商I振興係(885-6136)



母子健康手帳の交付

お母さんとお予さんの健康を守るために、
妊婦さん全員に交付しています。
●随時交付しますが、保健師が留

′、Tの場合
がありますので事前に電話などでご連絡
ください。

●場所 :健康福祉センター

赤ちゃん健診

●日程 :

月  日 健  診 対 象 り里

3月 1日 17kl

3カ 月児 平成17年 11月 生まれ
9カ 月児 平成17年 5月 生まれ

3月 22日 17k) 1歳6カ 月娠
平成16年 5月 9日

～7月 31日 生まれ

●会場 :健康福祉センター

●内容と受付時間
3カ 月児……・昼12H寺 30分～午後 1時
9カ 月児……。午後1時～1時20分

1歳 6カ 月…。昼12時 30分～午後1時 25分

●持ち物 :母子健康手帳、バスタオル、間
診票、 (3カ 月・9カ 月児は事前に配布、
1歳 6カ 月は郵送)3カ月児健診のかた
は予防接種予診票

●注意 :

*7t幼 児問診票と母子健康手帳の「保護者
の記録Jを必ず記入しておいでくださぃ。

*1歳 6カ 月児健診は郵送する問診票で指
定さオ1た時間においでください。

*待ち時間を/1/Nな
くするため受付時間をず

らしていますので、ご協ブJく ださい。
*お 子さんが、当日具合が悪かったり、 1
週間以内に人にうつる可能性のある病気
(みずぼうそう、ィンフルエンザ、突発

性発疹、 とびひなど)にかかったりした
ときは事前に電話などでご連絡ください。

ポリオ予防接種
小児マヒの予防のため接種を行つています。
●日程 :3月 15H(水 )

●受付時間 :午後1時～1時20分

●会場 :1/tl康 福祉センター

●対象 :

1回 日のかた¨平成17年 7月 ～8月 生まれ
2回 目のかた…平成16年 12月 生まれ

*平成17年 1月 生まオlのお子さんは麻しん、
風しんの接種を優先していただくため、
次国の対象となります。

*対 象以外のお子さんで接種を希望される
かたは事前にご連絡ください。

●持ち物 :母子健康手帳、予防接種予診票

両親学級 (後期 )

●日時:3月 10日 (金 )

昼12時 50分～午後4時 15分

●会場 :健康福祉センター

●対象:平成18年 4月 ～7月 に出産予定のかた
●内容 :赤ちゃんの保育と栄養、お風呂の
入れ方、家庭教育学級など

●持ち物 :母子手帳交付時の資料、前期の
資料

●中し込みは3月 8日 (水)まで、お電話
でお願いします。

離乳食教室

●日時:3月 8日 (水 )

午前9時 30分～H時 30分

●対象:離乳食を学びたいかた
●内容 :離乳食の進め方、調理実習、試食
と懇談

●参加費 i300円 (調理実習費)

●持ち物 :母子健康手帳、エプロン、三角
中、筆記用具

●保育 :お子さんとご一緒に参加できます。
希望さオlる 方はお申し込み時にご予約く
ださい。

●申し込みは3月 6日 (月 )まで、お電話
でお願いします。

日本語の通訳が必要なかたヘ

母子健康手帳交付時、両親学級や赤ちゃ
ん健診などで通訳をお願いすることができ
ます。必要なかたは事前にご連絡ください。

麻しん(は しか)、 風しんの予防接種は混合ワクチンによる 2回接種になります

現在は、 1歳から7歳 6カ 月までの間に、麻しんワクチンと風しんワクチンを1回ず
つ接種する方法です。

平成18年 4月 1日 からは、麻しん風しん混合ワクチン (NI R混 合ワクチン)を、 1回
目は1歳から2歳までの 1年間で、 2回 目は小学校入学前の1年間で接種することにな
ります。現在、 1歳以上7歳 6カ 月未満で麻しん、風しんの予防接種がまだ済んでいな
いお子さんは、できるだけ早く接種するようおすすめします。

*1年に17年 3月 4:ま れのお rさ んは、移行時期に当たるので,I意 してください。不明な点につ
いては健康福祉課にご相談ください。

*平成17年 4り l生 まれのお rさ んからは、 lヽR混 合ワクチンの21J(1期・2期 )接種がi亥 当
になります。

年 齢 お子さんの接種状況 平成 18年 3月 31日 までの接種
3月 末まで接種を完了したお子
さんのMR混合ワクチンの接種

1歳以上

麻しんのみ接種済み 風しん接種をおすすめします

当分の間、該当しません

風しんのみ接種済み 麻しん接種をおすすめします

麻しん及び風しんと
もに接種済み 不 要

麻しん及び風しんと
もに未接種

最初に麻しん接種、 4週間以上お
いて風しん接種をおすすめします
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各 種 相 談

「すこやか子ども何でも相談」
お子さんの健康や育児のことなど

「健康相談」

赤ちゃんからお年寄りまで、体や心の健
康に関すること全般
●随時相談をお受けしています。

糖尿病予防の講演会

●日時 :

●場所 :

●内容 :

講師

3月 7H(火 )

午後1時～2時 30分

ltl康福祉センター
「糖尿病を予防しよう」
はぎの内科医院長 萩野武志さん

元気弁当親子料理教室

元気になる弁当を親子で作ってみません
か?興味があるかた、ぜひご参加ください。
●日時 i3月 4H(上 )

午前9時 30分～昼12時

●場所 :健康福祉センター2階 調理室
●内容 :地元産の米や野菜を使った弁当
●対象:保育園児から中学生までの親子
*お子さんの年齢に合わせた献立になりま
す。

●持ち物 :エプロン、li角 中、弁当箱 (人

数分)

●会費 :親子2人 で300円

(追加分は1人 100円 )

●中込:3月 1日 (水 )まで健康推進係に
お電話ください。

●主催 :白鷹町地産地消推進協議会
白鷹町健康福祉課
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子育て支援センター

3月 のあそび広場
(時間 午前 9時30分～11時 )

赤ちゃん広場 (火曜日)

▼会場 健康福祉センター
7日 、 14[1、  28日

すこやかあそび広場
▼会場 健康福祉センター (木曜日)

2日 、 9[|、  16「 1、 23日 、 30 LI
▼会場 鮎貝地区公民館 (金曜日)

10日 、 17日 、 24[]、  31日
地区広場 (月 曜日)

6H 蚕桑地区公民館
13日  東根地区公民館
20H 萩野ふオ1あ い館

日間い合わせ 健康福祉課 子育て支援
センター (886-0212)

生活相談所の相談 日
3月 1日 17k)弁護士相談並びに一般相談
3月 8日 17kl一般相談
3月 15日 17kl行政相談
3月 22日 17kl一般相談

騨にlT要:l蜆ぎ1「御寺まで

.苦絆客}T!麗綺雄蒋F
白鷹町社会福祉協議会 (886-0150)
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